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令和 6 年 

8 月 2 日（金）午後

1 時 30 分から会長室

にて、名古屋市訪問型

サービス C 締結式が

行われた。 

名古屋市職員との

内容確認作業ののち

森川会長が調印し締 
7 月 21 日（日）午後 2 時から、本会会館 3 階講堂にて「令和 6

年度 第 30 回東海四県役員合同協議会」が開催された。 

協議会では各県 30 分程度の時間で、「各県で取り組んでいる事

業について（意見交換・情報交換・質疑応答）」が行われ、愛知県

からは、 

1.通信費削減：楽々明細の導入に向けた施策 

2.会員退会時：施術所の居抜き物件での照会及び医療機器の譲渡

照会 

3.介護事業：訪問型サービス C（短期集中型）への参入 

 の 3 題が松田総務部長と倉橋介護部長から説明された。 

（広報部） 

7月 28日（日）、名古屋市の新たな介護予防事業である「短

期集中予防型訪問サービス C」に参入を希望する会員を対象と

した 1回目の研修会が本会会館 3階講堂にて執り行われた。講

師には名古屋市健康福祉局高齢福祉部の担当者をお迎えし、名

古屋市における介護予防の現状と取り組みを講演された。 

続いて、内田 栄治介護部員から、介護保険制度の概要や訪

問型サービス利用者（要支援 1・2）において想定される基礎

疾患などについて解説があった。 

会場を埋め尽くす 181名（会員 163名、勤務柔道整復師 18

名）の熱気でエアコンの効きも悪く蒸し暑かったが、参入条

件が「本会会員で 2回の講習を受講した者」であることか

ら、名古屋市外の会員の姿も見られ関心の高さが伺えた。 

なお、当日どうしても出席できなかった会員には、救済措

置が検討されている。            （広報部） 

てオリンピックに帯同した経験などをスライドと 

写真を交えて、楽しくわかりやすい講演をされ、好評の内に終

了した。                 （広報部） 

結した。10 月 1 日（火）から開始される。 （広報部） 

 

7 月 21 日（日）午前 10 時から本会会館 3 階講堂にて、第 59

回愛知県柔道整復学会・第 100回会員研修会が行われた。（参加

者 107名・会員 101名、非会員 6名） 

会員研修会は、昭和 48年 6月に第 1回が開催されてから 51年

で第 100回を迎えた。 

石川 益郎担当副会長の開会の辞に続き、森川 伸治学会長の挨

拶が行われ、会員発表へと移った。 

7 月 21 日（日）午前 10 時から本会会館 3 階講堂にて、第 59

回愛知県柔道整復学会・第 100回会員研修会が行われた。（参加

者 107名・会員 101名、非会員 6名） 

会員研修会は、昭和 48年 6月に第 1回が開催されてから 51年

で第 100回を迎えた。 

石川 益郎担当副会長の開会の辞に続き、森川 伸治学会長の挨

拶が行われ、会員発表へと移った。 

会員発表 

1） 野球肘予防の為の真下投げとメンコ遊びのトレーニング

効果の検証         半田支部 河合 稔 会員 

2） 肩関節後方脱臼の 1症例   岡崎支部 篠田 一英会員 

3） 手関節背側伸筋第 1区画の疼痛に対する固定肢位の検討 

               中村支部 山北 陽一会員 

4） 柔整現場でのバランス Wiiボードの活用紹介 

熱田支部 山岸 裕幸会員 

 

 

続いて会員研修会が行

われ、東海学園大学教授

で医師の紙谷 武先生が

「柔道整復師が知ってお

きたい柔道外傷」と題し

て、チームドクターとし 
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